
えだまめ推奨品種 「一カ」 『ジャスト75』   !

園試 :野菜花き部

農試 :齢 R県 南払 県北分場

1.雄

1)丁 力

「極早生ふくら」の育成途中において、昭概評子にわい性で太基(開 花の早い個体

を見出し、収量性、食味を重点に選抜育成したもので、昭和磁年に発表、市販された。

2 ) ジャスト石

「北海白毛」から早生で大爽のものを選抜育成し、昭和備年に鉄 市販されたc,

2.雛 の腰

1)品 種の特性

(1}一カとジャスト75の特性は殆ど同じである (表-1、 表-2、 表-3).

修)開 花期、収穫期は現推奨品種のなかで最も早いサッポロミドリに比へ 2～ 3日

早い1摩認蛭である (表-1、 表-2、 表-3).

13)基長はサッポロミドリより短い。着爽数はやや少なく、茨の大きさはサッポロミ

ドリより大きい。収量はサゥポロミドリ並である (表-2)

14)食 味は良野で、サッポロミドリに比べ同等～優れる (表-3)c,

(弱 品質はサッポロミドリ並である (表-3).

2)品 種の育成元

(1)一カ :カネコ種苗

(2)ジ ャスト75:

3.推 奨品種に採用したい理由

えだまめは、岩手野菜の重点品目として生産振興が図られ、急速に作付けが拡大して

い'3 .

本県のえだまめは、品質向上と長期鶴続出荷が課題で、早出しのための早生、良質品

種の要望が強い。

そこで、サッポロミドリに比べ収穫期の早い品種を検討した結果、 「一カ」、 「ジャ

スト75」が有望と認められたので、確奨品種として採用したい。

4. 運動芯貴日或

1)県 下全域 (ヤマセ地帯を除く)

2)作 型 :サッポコミドリと同じ

3)普 嬢 面積 :150ha

5.栽 培上の留意熱`

1)極 早生種で、墓長が短く、着茨数が不足しやすいことから、堆厩肥は必ず施用し、

化学肥料も基準量施し、マルチ栽培を行い生育量を確保する。
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表-1 生 育調査 (昭鶴)
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表-2 収 量調査 (昭鶴)
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表-3 品 質および評価
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島静く 温鰍;赫謡!51

- 8 -




